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＜非＞第 13 号議案 教職員の懲戒処分 …非

（３）報告事項

（４）閉 会
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報告事項１
令和７年８月６日

（件名）
令和７年度全国学力・学習状況調査結果報告

１ 調査の目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校
における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、こうし
た取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２ 調査実施日・実施学校数
(1) 実施日：令和７年４月17日（木）
(2）実施学校数：小学校477校、中学校259校（政令指定都市、特別支援学校含む）

３ 調査事項
(1) 児童生徒：教科調査（国語、算数・数学、理科）、学習状況に関する質問調査
(2) 学校：指導方法に関する取組や教育条件の整備の状況等に関する質問調査

４ 教科調査のポイント
・学習指導要領で育成を目指す「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」を問
う問題が出題された。

・設問等を通じて、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善に関するメッ
セージが発信された。

５ 調査結果の概要（政令指定都市を含む）
(1) 教科調査（学力に関する調査） ※表の（）内は、小数点以下を県独自に計算

ア 小学校（教科ごとの平均正答率） （単位 ％）

イ 中学校（教科ごとの平均正答率） ※中学校理科のみＩＲＴスコア （単位 ％）

※ＩＲＴ（項目反応理論）について
児童生徒の正答・誤答が問題の特性（難易度等）によるのか、児童生徒の学力に

よるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論である。
ＩＲＴスコアは標準化された指標であり、500を基準として設定されているが、実

際の平均スコアは試験や年度によって変動することがある。

区分
令和７年度

区分
令和６年度

静岡県 全 国 静岡県 全 国

国語
６６

(６６．０)
６６．８ 国語

６７
(６７.２)

６７.７

算数
５７

(５７．１)
５８．０ 算数

６２
(６１.６)

６３.４

理科
５５

(５５．３)
５７．１ 理科

総合 総合

区分
令和７年度

区分
令和６年度

静岡県 全 国 静岡県 全 国

国語
５６

(５６．３)
５４．３ 国語

５９
(５９.０)

５８.１

数学
５１

(５１．０)
４８．３ 数学

５５
(５５.３)

５２.５

理科 ５２７ ５０３ 理科

総合 総合
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(2) 学習状況に関する質問調査
ア 児童生徒

(ｱ) 概要
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査。

〈主な調査項目〉（質問は小学校計71項目、中学校計72項目）
・生活習慣、学習習慣、読書等
・向社会性、自己有用感等
・主体的・対話的で深い学び
・ＩＣＴを活用した学習状況
・教科に関する意識、学習活動
・総合、学級活動、道徳

(ｲ) 主な結果 ※[]内は中学校の質問。 （単位 ％）

調査

項目
質問項目

小学６年生 中学校３年生

静岡県 前回比 全国比 静岡県 前回比 全国比

５ 自分には、よいところがあると思いますか 87.9 3.0 1.0 87.2 2.6 1.0

６ 先生は、あなたのよいところを認めてくれている
と思いますか

93.1 2.6 0.9 93.5 2.2 1.3

17 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、
１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学
習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わ
っている時間、インターネットを活用して学ぶ時間
も含む）［１時間以上］

55.9 -0.8 1.9 63.1 -4.3 1.5

19 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当た
りどれくらいの時間、勉強をしますか［１時間以上］

44.7 -0.6 -2.4 59.8 -5.1 1.9

28 ５年生まで[１、２年生のとき]に受けた授業で、Ｐ
Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用
しましたか［週３回以上］

78.4 12.9 6.7 85.4 13.4 8.9

29
(3) あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ

機器を使って情報を整理する。（図、表、グラフ、
思考ツールなどを使ってまとめる）ことができ
ると思いますか

70.0 新規 0.7 65.4 新規 2.1

(4) あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ
機器を使って学校のプレゼンテーション（発表
のスライド）を作成することができると思いま
すか

79.6 新規 2.9 82.1 新規 5.5

31 ５年生まで［１、２年生のとき］に受けた授業で、
自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま
く伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工
夫して発表していましたか

61.9 0.8 -6.7 55.4 -1.0 -7.6

32 ５年生まで［１、２年生のとき］に受けた授業では、
課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいましたか

80.2 -1.7 -0.1 78.7 -2.5 1.0

36 学習した内容について、分かった点や、よく分から
なかった点を見直し、次の学習につなげることがで
きていますか

78.6 -1.7 -0.8 72.5 -4.0 -0.9

53 算数[数学]の勉強は好きですか 59.5 -3.3 1.6 56.8 -1.5 3.0

55 算数[数学]の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思いますか

91.5 -3.2 -0.1 76.1 -2.0 0.9

算 1 今回の算数の問題では、言葉や数、式を使って、
わけや求め方などを書く問題がありました。それら
の問題について、どのように解答しましたか

72.1 －5.2 -2.4

数 1 今回の数学の問題では、解答や言葉や数、式を
使って説明する問題がありました。それらの問題に
ついて、どのように解答しましたか

55.6 3.6 0.7

自
己
有
用
感

学
習
習
慣

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
状
況
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体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

教
科

P2



イ 学校
(ｱ) 概要

学校における指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に
関する調査。
〈主な調査項目〉（質問は小中学校ともに計 84 項目）
・学校運営、教職員の資質向上
・主体的・対話的で深い学び
・ＩＣＴを活用した学習状況
・各教科の指導方法

(ｲ) 主な結果 ※[]内は中学校の質問。 （単位 ％）

調査

項目
質問項目

小学校 中学校

静岡県 前回比 全国比 静岡県 前回比 全国比

15 児童[生徒]の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データなどに基づき、教育課程を編成し、実施し、
評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確
立していますか

98.9 ±0.0 1.8 98.8 -0.5 2.8

16 指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育
活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の
資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせて
いますか

97.7 -0.4 0.2 94.9 0.9 2.8

72 前年度までに、近隣等の中学校[小学校]と、教科
の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設定
等、教育課程に関する共通の取組をどの程度行いま
したか

71.7 -1.8 6.4 75.9 -0.2 4.2

77 コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の
取組によって、学校と地域や保護者の相互理解が深
まりましたか

96.4 3.1 3.1 94.5 5.3 5.5

25 調査対象学年の児童[生徒]は、授業では、課題の
解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むこと
ができていると思いますか

89.1 2.0 -0.2 89.5 5.1 1.3

26 調査対象学年の児童[生徒]は、授業において、自
分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組
立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができ
ていると思いますか

78.2 0.5 -2.2 84.1 4.4 1.3

28 調査対象学年の児童[生徒]は、授業や学校生活で
は、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに
協力しながら課題の解決に取り組めていると思い
ますか

95.4 0.2 1.2 97.3 0.5 2.2

29 調査対象学年の児童[生徒]は、授業では、自分で
学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行ってい
ると思いますか

68.1 8.8 4.0 54.4 0.2 -2.2

31 調査対象学年の児童［生徒］に対して、前年度ま
でに、学習指導において、児童［生徒］が、それぞ
れのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し
合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合った
りできるように学習課題や活動を工夫しましたか

95.4 -0.9 0.1 94.9 -2.3 -0.1

60 調査対象学年の児童[生徒]が自分の考えをまと
め、発表・表現する場面では、児童[生徒]一人一人
に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を
どの程度使用させていますか［週３回以上］

55.4 -1.9 3.2 60.0 0.7 7.7

80 調査対象学年の児童［生徒］に対して、前年度ま
でに家庭学習の取組として、学校では、児童［生徒］
に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教え
ましたか

96.7 -1.5 0.1 92.2 -3.1 -0.6

81 調査対象学年の児童［生徒］に対して、前年度ま
でに、家庭学習について、児童[生徒]が自分で学ぶ
内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組めるよ
うな活動を行いましたか

91.0 2.2 0.4 84.4 2.3 -1.5
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６ 調査結果の速報分析

○ 学力に関する調査では、小学校は、国語、算数、理科ともに、全国の平均正答率を

下回った（国語は0.8ポイント、算数は0.9ポイント、理科は1.8ポイント）。中学校は、

国語、数学、理科ともに、全国の平均正答率（理科はＩＲＴスコア）を上回った（国語

は2.0ポイント、数学は2.7ポイント、理科は24）。中学校は調査開始以来、常に全国の

平均正答率を上回る良好な結果となっている。今後は、検証・分析を行い、更に改善

策等について検討する。

○ 学習状況に関する調査では、自己有用感に関する項目（質問番号５、６）に肯定的

に回答した割合が小学校、中学校ともに高く、教職員からの肯定的な声かけや日頃か

らの児童生徒一人一人を大切にした関わりの積み重ねが、児童生徒の自己有用感の向

上に寄与していると考えられる。

○ ＩＣＴの活用に関する項目（質問番号28、29）では、全国平均を大きく上回った。

また、経年変化を見ると年々、肯定的な回答の割合が高くなっている。このことから、

ＩＣＴを活用した個別最適な学びや協働的な学びを意識した授業づくりが推進されて

いると捉えることができる。

○ 主体的・対話的で深い学びに関する項目（児童生徒質問調査：質問番号31、32、36、

学校質問調査：質問番号25、26、28、29、31）において、肯定的に回答している割合が

高くなっている。このことから、多くの学校で、授業改善への取組を進めていること

が分かる。一方で、「自分の考えを工夫して発表できるか」という設問では課題が見ら

れたことから、より一層の推進が必要だと考える。

○ 教科に関する項目（児童生徒質問調査：質問番号53、55、算１、数１）において、

「算数[数学]が好き」「算数[数学]が社会に出たときに役に立つ」「算数の問題に粘

り強く取り組む」という設問では昨年度より割合が低くなっており、児童生徒が学ぶ

楽しさを感じることができるよう、更なる授業改善への取組を進めることが必要であ

る。

〇 学校質問調査では、学校運営（地域連携、カリキュラムマネジメント）に関する項目

（質問番号15、16、72、77）に、肯定的に回答した学校の割合が高くなっている。

本調査結果から成果と課題を検証・分析し、「確かな学力の育成」に今後も努めていく。

※詳細は「令和７年度全国学力・学習状況調査速報分析」（Ｐ５～15）を参照

７ 今後の取組

・令和７年度静岡県全国学力・学習状況調査分析会において、学力と学習状況の関連に

ついてクロス集計を用いるなどし、多角的に分析を行い、授業改善方策等を検討する。

・成果と課題、今後の対策等について、令和７年度第２回学力向上連絡協議会（令和７年

９月24日）において、県及び市町で共有し、更なる改善につなげる。

・授業改善方策等を基に、指導訪問や各種研修会において、教育事務所及び総合教育セ

ンターの指導主事が学校及び教職員への支援を行う。

・昨年度の分析から明らかになった「粘り強く取り組むことの重要性」について、令和７

年度第１回学力向上連絡協議会において改めて説明を行った。今後もその重要性を継

続的に伝えていく。
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「令和７年度全国学力・学習状況調査結果速報分析」

教科に関する調査の結果

※「学習指導要領の領域」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるた

め、各区分の問題数を合計した数は「全体」の問題数とは一致しないところがある。
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※「学習指導要領の領域」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるた
め、各区分の問題数を合計した数は「全体」の問題数とは一致しないところがある。

P6



各教科の成果と課題

【国語】

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況（全国との差）＞

【小学校】全 14 問 【中学校】全 14 問

◆課題となる問題

問題番号
[領域等]

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全国

小

学

校

１一

[Ａ]
54.1 53.3

【話し合いの様子】における小森さん

の傍線部の発言を説明したものとし

て適切なものを選択する

目的や意図に応じて、日常生活の中

から話題を決め、集めた材料を分類

したり関係付けたりして、伝え合う

内容を検討することができるかどう

かをみる

３二

（2）

[Ｃ]

51.3 51.3

【資料３】を読み、【木村さんのメモ】

の空欄イに当てはまる内容として適

切なものを選択する

事実と感想、意見などとの関係を叙

述を基に押さえ、文章全体の構成を

捉えて要旨を把握することができる

かどうかをみる

３三(1)

[Ｃ]
40.1 40.8

【話し合いの様子】の田中さんの発言

の空欄Ａに当てはまる内容として適

切なものを選択する

目的に応じて、文章と図表などを結

び付けるなどして必要な情報を見付

けることができるかどうかをみる

中

学

校

２四

[Ａ]
27.9 23.2

発表のまとめの内容をより分かりや

すく伝えるためのスライドの工夫に

ついて、どのような助言をするか、自

分の考えを書く

資料や機器を用いて、自分の考えが

分かりやすく伝わるように表現を工

夫することができるかどうかをみる

３四

[Ｃ]
18.8 17.1

「一 榎木の実」に書かれている場面

が、「二 釣の話」には書かれていない

ことによる効果について、自分の考え

とそのように考えた理由を書く

文章の構成や展開について、根拠を

明確にして考えることができるかど

うかをみる

○小学校では、学習指導要領の内容のうち、「情報の扱い方に関する事項」及び「話すこと・聞くこ

と」の区分においては、全国の平均正答率を上回ったが、それ以外の区分においては、全国の平均

正答率を下回っている。

○中学校では、全ての区分で全国の平均正答率を上回っており、分析をもとに目指す資質・能力の育

成を今後も継続的に行っていきたい。

○小学校では、「読むこと」において、目的に応じて、文章と図表などを結びつけるなどして必要な

情報を見付けることに課題がある。文章中から必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成

したりするといった活動を大切にしたい。

○中学校では、「読むこと」において、文章の構成や展開について根拠を明確にして考えることに課

題がある。文章全体や部分における構成や展開を把握した上で、なぜそのような展開になるのか、

どのような効果につながるのかなど自分なりの意味付けをすることが重要である。
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特に課題が見られた問題

【小学校国語】 ３

問題番号 ３三(1)
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【中学校国語】

問題番号 ３四

前
略
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【算数・数学】

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況（全国との差）＞

【小学校】全 16 問 【中学校】全 15 問

◆課題となる問題

問題番号

[領域等]
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

小

学

校

１

（２）

[Ｄ]

28.4 31.0

都道府県Ａのブロッコリーの出荷

量が増えたかどうかを調べるため

に、適切なグラフを選び、出荷量の

増減を判断し、そのわけを書く

目的に応じて適切なグラフを選択して

出荷量の増減を判断し、その理由を言

葉や数を用いて記述できるかどうかを

みる

３

（２）

[Ａ]

20.0 23.0

３／４＋２／３について、共通する

単位分数と、３／４と２／３が、共

通する単位分数の幾つ分になるか

を書く

分数の加法について、共通する単位分

数を見いだし、加数と被加数が、共通

する単位分数の幾つ分かを数や言葉を

用いて記述できるかどうかをみる

４

（４）

[Ｂ]

39.1 40.9

10％増量したつめかえ用のハンド

ソープの内容量が、増量前の何倍か

を選ぶ

「10％増量」の意味を解釈し、「増量後

の量」が「増量前の量」の何倍になって

いるかを表すことができるかどうかを

みる

中

学

校

６

（２）

[Ａ]

26.7 25.7

３ｎと３ｎ＋３の和を２（３ｎ＋

１）＋１と表した式から、連続する

二つの３の倍数の和がどんな数で

あるかを説明する

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を

見いだし、数学的な表現を用いて説明

することができるかどうかをみる

○小学校算数では、「Ｂ図形」の領域において、全国の平均正答率を上回っているが、それ以外の領

域において全国の平均正答率を下回った。

○中学校数学では、全ての区分で全国の平均正答率を上回っており、分析をもとに目指す資質・能

力の育成を今後も継続的に行っていきたい。

○小学校では、「Ａ数と計算」の領域において、基礎的・基本的な知識・技能は身についているが、

深い理解を伴う知識の習得やその活用には課題がある。数の表し方の仕組みや数を構成する単位

量に着目し、計算の仕方を統合的、発展的に考察し、見いだしたことを表現できるように指導す

ることが重要である。

○中学校では、「Ａ数と計算」の領域において、数学的な見方・考え方を働かせ、式の意味を読み取

り、成り立つ事柄を見いだし、説明することに課題がある。生徒自身による説明を体系的・計画

的に位置付けていくことが重要である。
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特に課題が見られた問題

【小学校算数】
問題番号 ３（２）

３
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【中学校数学】

問題番号 ６（２）

６
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【理科】

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況（全国との差）＞

【小学校】全 17 問 【中学校】全 22 問（公開問題のみ）

◆課題となる問題

問題番号

[領域等]

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全 国

小

学

校

２

（１）

［エネル

ギー]

9.4 10.6

アルミニウム、鉄、銅について、電

気を通すか、磁石に引き付けられる

か、それぞれの性質に当てはまるも

のを選ぶ

身の回りの金属について、電気を通す

物、磁石に引き付けられる物があるこ

との知識が身に付いているかどうかを

みる

３

（４）

[生命]

24.4 29.9

レタスの種子の発芽の結果から、て

るみさんの気付きを基に、見いだし

た問題について書く

レタスの種子の発芽の条件について、

差異点や共通点を基に、新たな問題を

見いだし、表現することができるかど

うかをみる

４

（１）

[粒子]

47.9 50.6

水の温まり方について、問題に対す

るまとめをいうために、調べる必要

があることについて書く

水の温まりかたについて、問題に対す

るまとめを導きだす際、解決するため

の観察、実験の方法が適切であったか

を検討し、表現することができるかど

うかをみる

中

学

校

２

（１）

[エネル

ギー]

19.3 14.0

【考察】をより確かなものにするた

めに必要な実験を選択し、予想され

る実験の結果を記述する

【考察】をより確かなものにするため

に、音に関する知識及び技能を活用し

て、変える条件に着目した実験を計画

し、予想される実験の結果を適切に説

明できるかどうかをみる

○小学校理科では、全ての領域で全国の平均正答率を下回った。分析し対策を検討する必要がある。

○中学校理科では、全ての領域で全国の平均正答率を上回っており、分析をもとに目指す資質・能

力の育成を今後も継続的に行っていきたい。

○小学校では、探究の過程において知識・技能を習得することや問題を見いだすことに課題が見ら

れる。自然の事物・現象と知識を関連付けたり、知識を相互に関連付けたりして理解を深めるこ

とが大切である。また、自然の事物・現象を比較し、差異点や共通点を基に問題を見いだし、表

現することが重要である。

○中学校では、考察の妥当性を検討し、探究の過程を調整して、実験を計画することに課題が見ら

れた。授業において、自然の事物・現象に疑問をもたせたり、考察の妥当性を高めるための実験

や情報収集を行ったりする学習場面を設定することが重要である。
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特に課題が見られた問題

【小学校理科】

問題番号 ２（１）

２

問題番号 ３（４）

３
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【中学校理科】

問題番号 ２（１）

２

P15


